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　演
習
に
は
伊
予
市
・
東
温
市
・
松
前

町
・
砥
部
町
・
本
市
の
消
防
団
や
自
主
防

災
組
織
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局

松
山
河
川
国
道
事
務
所
、
陸
上
自
衛
隊
中

部
方
面
特
科
隊
な
ど
関
係
機
関
か
ら
約

8
0
0
人
が
参
加
。

　洪
水
に
よ
る
被
害
の
防
止
を
目
的
に
、

各
機
関
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
水
防
活
動

を
行
う
た
め
、
水
防
工
法
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
復
旧
、
救
護
・
避
難
所
支
援
、
被
災
者

救
出
・
孤
立
者
救
助
、
国
交
省
災
害
出
動

な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
元
の
浮
穴
小
学
校
の
児
童
や

県
立
松
山
中
央
高
校
の
生
徒
ら
も
参
加
し

「
土
の
う
作
り
」
や
「
く
い
ご
し
ら
え
」

な
ど
の
水
防
準
備
に
取
り
組
み
、
防
災
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

　梅
雨
時
期
に
発
生
の
危
険
が
高
ま
る
土
砂
災
害
へ
市
民
の
防
災
意
識
を

高
め
、
理
解
を
深
め
る
た
め
、
６
月
３
日
、
立
岩
中
村
・
太
山
寺
町
の
土

砂
災
害
危
険
箇
所
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　同
時
に
、
本
市
で
初
め
て
、
昨
年

の
豪
雨
で
農
業
施
設
被
害
の
多
か
っ

た
地
区
を
中
心
に
、
６
月
３
日
・
４

日
、
農
道
や
た
め
池
な
ど
の
農
業
用

施
設
と
農
地
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
被
災
箇
所
の
二
次
災
害
を
予

防
し
、
地
域
の
農
業
関
係
者
と
防
災

意
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

　Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
が
本
市
に
密
着

し
た
記
事
を
掲
載
し
た
「
松
山
市
版
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
」
と
、
昨
年
の
豪
雨
を
考
慮
し
、
水

害
や
土
砂
災
害
対
策
に
関
す
る
内
容
を
掲
載

し
た
別
冊
「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」、
日
常
生

活
に
役
立
つ
健
康
と
医
療
に
関
す
る
情
報
を

ま
と
め
た
別
冊
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
「
健
康
と
医

療
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　７
月
末
ま
で
に
市
内
全
戸
、
全
事
業
所
に

配
布
し
ま
す
。

　産
官
学
民
「
オ
ー
ル
松
山
」
体
制
で
、

全
て
の
世
代
に
防
災
教
育
を
広
げ
る
た
め

に
、
5
月
31
日
、
東
京
大
学
・
愛
媛
大
学

と
連
携
し
、
松
山
大
学
・
松
山
東
雲
女
子

大
学
・
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
・
松
山
東
高
等

学
校
・
松
山
工
業
高
等
学
校
・
市
教
育
委

員
会
・
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
関
係
者
を

委
員
に
加
え
た
、
市
防
災
教
育
推
進
協
議

会
を
設
立
し
ま

し
た
。

　野
志
市
長
は
、

冒
頭
で
「
災
害
か

ら
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
切
れ
目
の

な
い
防
災
教
育
が
欠
か
せ
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　今
後
、
全
て
の
世
代
に
防
災
教
育
を
広
げ
て
い
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
を
進
め
、
地
域
を
守
る
活
動
が
で
き

る
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。
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0
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重
信
川
総
合
水
防
演
習

松
山
市
版
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
お
よ
び

別
冊
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を
発
刊

土
砂
災
害
危
険
箇
所
･
農
業
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

問 保健福祉政策課 ☎９４８–６８２３・FAX ９３４–１８３２、
　えひめ結婚支援センター ☎９３３–55９６・FAX ９４７–４２5１問介護保険課 ☎９４８–６８８5・６９２４・FAX ９３４–０８１5

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
洪
水
か
ら
身
を
守
る

松
山
市
防
災
教
育
推
進
協
議
会
を
設
立

問
危
機
管
理
課 

☎
948
６
７
９
４
・
FAX
934

１
8
１
３

介護保険負担割合証を発送します

３市３町めぐり愛イベント i
イ ン

n松山
松山圏域３市３町共同開催

　四国最大級のプラネタリウムコスモシアター（完全貸し切り）と今
話題のスポット「みなとまち まってる」の２カ所を使ってぜいたく＆
おいしい婚活イベントを開催します。

  負担割合
６5歳以上＝1～3割、６４歳以下＝1割
  負担割合の適用期間
8月1日㈭～令和２年7月３１日㈮まで（1年間。毎年発行）
※今後、新たに認定された場合はその都度発送

日時 8月3日㈯９時5０分～１４時３０分
会場  総合コミュニティセンター（湊町七丁目）、みなとまち まっ
てる（湊町八丁目）
対象  伊予市・東温市・久万高原町・松前町・砥部町・本市に在住
または通勤する２０～４5歳程度の独身者
定員  男性２０人、女性２０人（いずれも抽選。カップリングあり）
料金  １，5００円（食事あり）
申し込み  7月１5日（月・祝）までにW

ウ ェ ブ
EBサイト「えひめ結婚支援セン

ター」 HPhttps://www.msc-ehime.jp/内の「d
デ
e愛イベント」から

（ユーザー登録が必要）または、ｅメールで参加者の住所、
氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、職業、ｅメー
ルアドレス、イベント名「3市3町めぐり愛イベント in 
松山」を記載し メール

emeguriai@msc-ehime.jpへ

　台
風
な
ど
の
出
水
期
を
前
に
水
防
関

係
機
関
が
参
加
し
、
５
月
12
日
、
重
信

川
河
川
敷
で
総
合
水
防
演
習
を
行
い
ま

し
た
。

　要支援・要介護認定などを受けている人には、介護サービスなどを利用
するときの自己負担割合を明記した「負担割合証」を7月中に発送します。
介護サービスや介護予防・生活支援サービス事業のサービスを利用すると
きに、サービス事業所または施設に提出してください。
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松山市防災教育推進協議会設立

松山市防災教育推進協議会構成メンバー

　愛媛大学×松山市×東京大学連携協定を軸に「
産官学民」が連携して全ての世代に防災教育を行
う全国初の全世代型防災教育の取組を5月31日ス
タートしました！

オール松山で命を守るひとづくり！！
全世代型防災教育について 自主防災組織

松
山
市愛

媛
大
学

東
京
大
学

防災リーダー
クラブ

高等学校

松山商工
会議所 松山大学

聖カタリナ大学

松山
東雲女子大学

防災士会
愛媛県支部

〈利用者負担の割合〉

３　割

次の① ②を両方満たす場合
①本人の合計所得金額(※1)が２２０万円以上
②同じ世帯の６5歳以上の人の
　「年金収入+その他の合計所得金額(※２)」が
　・単身世帯 = ３４０万円以上
　・２人以上世帯 = ４６３万円以上

２　割

3割に当てはまらない人で、
次の① ②を両方満たす場合
①本人の合計所得金額(※1)が１６０万円以上
②同じ世帯の６5歳以上の人の
　「年金収入+その他の合計所得金額(※２)」が
　・単身世帯 = ２８０万円以上
　・２人以上世帯 = ３４６万円以上

１　割 上記以外の人
※1 合計所得金額＝年金収入や給与収入・事業収入などから公的年金控
除や給与所得控除、必要経費を控除した額であり、長期譲渡所得および
短期譲渡所得に係る特別控除を控除した金額
※２ その他の合計所得金額＝合計所得金額から、年金の雑所得を除いた金額
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二次元コード

松山市版タウンページと
別冊タウンページ

パトロール出発式を開催

mailto:meguriai@msc-ehime.jp
https://www.msc-ehime.jp/

